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cbloropbyllinanditsderivativeswereappliedモol一theflavoril叩 rOVementOf

alcoholusedforthefortificationofalcoholicbeverageS･andgoodresultswereob-
tainedwhentheoptimum amountOfchlorophyllinwasused･ThetreatmentWith

chlorophyllincausedaslightdecreaseintheultravioletabsorptionot'thealcohol･

anditseemsthatthisdecreasehasarelationwiththeeffectoftreatment･To

removechl_orophyllinfrom thetreatedalcohol,theuseofactivecarbonwasmost

convenlent.

緒 言

前報L)においてはクロロフィリンを用い硝 ブランデ-の香味改良を試ん ある程度の

成果を得ることができたが･今回はさらに- の添加用アルコールについて,その品質改

良を試みた｡

酒類にアルコールを添加することは,合成清酒をはじめ清酒,果実酒類,各削 キュー

ル類などについて広く行なわれる操作であるが,ここに添加するアルコールの品質の良否

は製品の酒質に多大の影響を与えるものであることはいうまでもない｡そのために過 マン

ガン酸力作 よる処理などの方法が添加用アルコールに対して用いられてきた訳であるO

最近になってアルコール蒸溜の装置,技術が進歩するにつれ,生竜されるアルコールも

純度としてはきわめてすぐれたものが多くなってきたoしかし前報l) iこおいくも指摘した

ように飲料用アルコールの 品ゝ熟 とい うのは純度の高さのみを意味するのではなく,む

しろ未知の不純物をもふくめて も官能的な質のよさ､を意味するものであるO敢近の高純

度のアルコールが飲料用としては少し淡白すぎるとい う推判を時に受けひ ることはこの

辺の事情を示すものであろうo従来行なわれてきた過マンガン酸カ"こよる処理でもアル
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コ~ルの純度は下がることはあっても決 して高 くなるものではない2'｡ したがって飲料用

アルコールの品質改良とい うことは,高純度だから必要がないとい う訳ではなく,純度に

関係なく官能的性質をよい方に変えることができればよい訳である｡われわれはこの意味

における品質改良のためには,クロロフィリンのような生理的活性物質が有効に用い得る

のではないかと考え,二 三の試験を行なってその効果を検討 したので,その結果をここ

に報告する｡

試 験 方 法

1. 供試アルコール

それぞれ異なったメーカーによる No.1-5の 5種のアルコールを供試 した.No.4お

よび No･5はアロスパス蒸溜機によって製造されたもので, 他は旧型蒸溜機によるもの

である｡濃度は 94-96Vol.,06であった0

2. 処 理 方 法

市販 Cu-Cblorophyilinナ トリウム塩 (以下 Cphと略記) の計算量を供試アルコール

に加え,全部溶解 しきらない場合は微量の塩酸を加えて酸性として溶解せ しめる｡これを

約 20時間放置したのち,200mg% の活性炭を加えて Cphを吸着除去 し,ろ過する.

. 測 定 方 法

近紫外部の吸光度測定は島津製作所製分光光度計 QB-50乳 光電子増 倍 管 lP-28に

より,液層 10""nのセルを用い,蒸溜水を標準として2倍に希釈 した試料について測定

した｡

可視部の吸光度測定は日立製作所製光電光度計 FPW-4型により, また色調の測定は

ロビボンド･チン トメーターにより 10mm のセルを用いて行なった.

結果および考察

1･ 処理効果の官能的判定

供試アルコールをそれぞれ 0,5,10,50,100,ppm の Cp1-で処理 し,その処理効果を

官能的に判定 した｡その結果次の Cph濃度で処理 したものが最良の香を与えた｡

SampleNo.1,5 :10ppm

No.2,4 :5および 10ppm

No.3 ‥大差を認めず

Cph処理によりアルコールの香は確かによくなる｡ た だし効果をあげるためには Cpll

の最適使用量Ji'.あり,それより多くても少なくても結果がよくないO試料の性質によって

最適使用量や処理効果に多少の差があること,Cph過多の場合には特殊な異香が 附 与 さ

れることなどは前報1'の粕ブランデーの場合と同様である. しかし最適使用量は粕ブラン

デーが 30ppm 附近にあったのに比べて少量であり･10ppm 程度の量が最も普遍的 に 用

い得るようである〇TtTo･3の試料は非常に品質の悪い アルコールであって,Cph処理を

行なってもまだ必ず しも良い香にならなかったo変飲酒を原料としたエステル臭のあるブ

ランデーには Cphは効果がなかったように, アルコールについても Cphが効果を持た
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例示 した通 ｡であるOただ し Cph処理のみでなく活性炭による処理もまたアルコールの吸光曲線に

変他 与えも｡ したがって Fig･1に示 した Cph量が0の曲線も必ず しも元のアルコールの曲線そ
のままではないことに注意が必要である｡

Cph処理による吸光曲線の変化はそれ程顕著ではないが･比較自頂 化が大きい の は 215mpI卿近

の極大点における吸光度であって･ しかもこの点における吸光変は Cphのある壊変の時に最低値を

示 し,それより Cph使用量が多くても少なくても吸光変は高い値を示 している｡ そ して吸光変が最

低値を示す Cph使用量と, 官能的判定によって適量と認められる Cph使用量とはよく一致 してい

るo Lたがってアルコールの場合もブランデ-と同じように吸光曲線の変化と官能的性質との問には

ある対応があり･詳 しい機鰐は不明のままながら分光的方法がアルコールの品質判定の一助となり得
る可能性を示している｡

Fig･1(a)に示したのは最も代表的な例で･5種の試料の中 4種はこれと全 く頬似 した曲殊を与

えたO(b)はやや特殊な例で,Cph処理により 255mp附近に僅かではあるが新たな吸収の極値を

生じているOこの理由はまだ不明であるが官能判定の上からほ特にこの吸収庭値生成の影欝は認めら
れない｡

3･ Cphの緑色除去に関す る検討

Cphは緑色を呈す るので これを 溶 解 し

た ままではその後 のアル コールの用途に よ

っては障害 とな ることが考え られ,処理後

の除去が必要である. Cphのアル コ ー ル

溶液は可視部では Fig.2に示 した よ うな

吸光曲線を持ち,370mp 附近お よ び 670

mp 附近で極大 の吸光度 を 示 すo そ こ で

Cphの除去率を数量的に示すために この波

長におけ る吸光度を用いて,二三の除去法

についてその優劣を検討 した｡

1) pH の調整による沈殿 :Cphは遊離の形

ではアルコールに溶けるが塩の形では難溶で あ

る｡ そこでアルコール性カリウムを加えて pH
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をアルカリ性 とすることによって Cphを塩 と Fig･21VislbleAbsorptionSpectrumofCu-

ヒ三㌢芸芸一三bTaABLL…bI'慧 震 う,h票 芸 chlorophyl"n'10ppm in96% Ethanol,I

の一部を除去することはできたが完全には脱色できなかった｡

2) 吸着剤による吸着 :活性炭･タルクおよび陰イオン交換剛 旨AmberllteIRA-410の OH型

の 3種の吸着剤によってパッチ法により Cphの吸着除去を試みたo結果は TABLE Iに示す通 り

で,活性炭はほとんど完全に Cphを吸着するo約 8ppm の Cpl一に対 して 80ppm の活性炭で肉

眼では緑色の残存を認めることはできないo Lか しタルクのような弱い吸着剤ではほとんど Cpllを

除去する力はないoイオン交換樹脂では相当量を除去することはできたが,まだ線色が残存 した｡ し

か し多量の樹脂を用いてカラム法で反復 して流す方法をとれば完全除去の可能性はある.

3) Pheophorbideの利用 :前報1)においてものべたように不安定な Pheophorbideを処理に用

いれば掛 こ除去 しなくても次第に分解 して黄褐色となるo Lたがって緑色では障害となるが うすい黄
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TABLE I

処理アルコールからのクロロフィリン除去法の比較

ENectsofSeveralMethodsofRemovingChlorophyllihfromAlcohol

添 加 物 使用クロロフィリン 吸 光 度
Absorbancy

Dissolved
AdditionLq Chlorophyllin 370mp 670mfE

活性炭 ActiveCarbon

タルク Talc

AmberliteIRA-410

アルコール性か性カリ

AIcoholicKOH

/

2
3
8
5
5
0

g

0
0
0
1
2
3

0
0
0
0
0
0
0

0
1
2
3

0
02

′-i

′lく-＼

桝

5
5
5
5
5
Ln

卯

8
8
8
8
8
8
8

0
0
0
0

9
9

9
.臥
9
.
9
.9
.9

日
Jr:
r:

6
6
8
1
4
0
5

8
6
0
8

5
6

4
2
6
5
4
1

4
7
3
8
5
5
5

9
8
8
7

6
8

8
5
8
6
6
7

2
1
1
0
0
0
0

2
2
2
2

2
1

2
1
1
1
1
1

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0
0
0

0
4
0
7
7
7
7

9
5
5
4

6
3

8
2
3
0
8
8

9
6
5
3
3
4
4

0
0
0
人U

9
9

9
5
5
5
4
4

0
0
0
0
0
0
0

1
1
1
1

0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0
0
0

* pH ofthesolutions.

褐色では差支えないような用途に対しては Pheophorbideの使用は有効な方乾と思われる｡ そこで

実際に Pheophorbideを用いてアルコ-ルの処理を試みたところ,処理効果については Cu-Chloro-

phyllinとほとんど変らず, また処理後 20 日における色調は 10♪Pm の使用量では次の通りで,

PlleOphoI-bideを用いた場合は緑色が失われていることが知られる｡

Blue Yellow

Cu-Ch】orophyllin o.3 0.8

Pheophorbide o.1 0.4

以上の結果から,緑色の除去のためには活性炭で吸着せ しめるのが最も安全確実な方法

と思われる｡ しかしアルコールの用途その他の事情によってはイオン交換樹脂 の 利 用 や

Pheophorbideの使用なども行ない得ると思われるo

要 約

酒類の添加用アルコ-ルの品質改良にクロロフィリンおよびその誘導体を適用 し,た し

かにアルコールの香がよくなることを認めた｡ただしそのためには使用量が適量であるこ

とが必要で,過少あるいは過多の使用では結果がよくない｡ この処理によってアルコール

の化学的分析値には全 く差を生 じないが,近紫外部吸光曲線には多少の変化があることを

認めたOこの変化 とアル コールの品質 との間には相関関係があるように思われる｡処理後

1日
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にクロロフィリンを除去する方法としては活性炭を加えて吸着せしめるのが最も確かであ

るが･ うすい色の残存や黄褐色が許容される場合にはイオン交換樹脂を用いる除去や,不

安定な Pheophorbideを利用することもできる｡

終 りに終始御指導をたまわった本研究所の故多田靖次先生および′卜原巌先生に御礼由し上げます｡

また試料アルコールを御供与戴いた三業酒造株式会社に対 して感謝の意を表 します｡
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